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1.計 算 セ ソタ ー開設 時 の 回顧
昭和38年,日 本の非理工系単科大学(及 び学部)と しては初めての大型 コソ
ピュータ ・ーが,小 樽 商大 に設 置 され た。OKITAC-5090Hが大型機 である とい ＼
う言 い方は,今 日か らみればおか しいけれ ど も,当 時 としては まさに 日本最新
鋭 の大型機 であ った。帯広大につ いで小 さな この大学に,九 大 の全学 センター
と同じ大型機を導入 したことの理 由は,一 体何であったのか?
発端は,昭 和33年の古瀬 ・麻田プラソにまで潮る。昭和25年,新制大学 とし
て再出発 した小樽商大は,ミ ニ大学であるが故の予算面での制約に泣かされて
きた。 この差別をはねのけて,新 たな発展を始めるには,他 の大学 とは違 う何
らかの特色を うちだ さなければな らない。古瀬 ・麻 田プランは,こ れを,経 済
学及び経営学における数学的 ・統計的方法の重視,に 求めた。それは,第 二次
大戦直後の欧米学会における大きな流れでもあったのである。
このプラソはまず,北 海道産業連関表作成作業 として,続 いて管理科学科新
設要求 となって具体化された。だが,こ れ らの仕事には,コ ソピューターが不
可欠の道具である。 当時 の 諸大学の理工系学蔀には,小 型 ドラムを主記憶 と
し,一台の電動 タイプライターを唯一の入出力 とする国産小型機が設置 されて
いた。 これは,デ ータ量の少い 「科学計算」には向いていたけれども,経済 ・
経営問題のように大量のデータを長時間処理 しなければならない課題には,全
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く役立たなかった。"
そのような要求に応えられる機種 として,IBM7090,7070がすでに生産 され
ていたけれども,非理工系学部における大型 コソピューターの必要性について
全 く無理解だった当時の文部省が,数 億円を超える購入予算をつける可能性は
全 く無かった。折よく本学開校五十周年を記念する募金が始 ま り,五千万円q
支出が認め られ,昭 和36年に機種選定委員会が発足 しれ。計算能力にたいする
過大な要求 と少い予算 との矛盾に,選 定は難航を続けた。折 よく,昭和38年に
なって,沖 電気が7070に比肩 しうる新機種5090Hの設計 ・試作に成功 したこと
を知 り,約 五千万円で購入契約を結び,不 足分四千万円は機器無償借用 の 形
で,何 とか センターの開設 に こぎつけ ることができた のである。
そ の後約十年にわ た る使用経 験を振 りか えってみる と,必 らず しも期待通 り
の成果をあげえなか った ことにつ いて,当 時 の責任 者 として 自責 の念 を禁 じえ
ない。 同時 に,そ の原因 の一 つに,当 時 のメー カーの ソフ トウェア供給能 力の
低 さがあ った ことも,否 定 できな い。 しか し,こ の欠陥が逆 に,セ ソター内に
おけ る自主開発 を促進す る契機 とな った ことも,忘 れてはな らな いであろ う。
戸島 ・穂鷹両助教授及びそ のゼ ミナ ール学生諸君に よる コボル ・コソパ イラー
やOSの 開発は,そ の大 きな成果であった。
今回,新 機種選定委 員 の 諸教官及 び関係事 務職 員諸氏 の 超人的努力に よっ
て,COSMO-7とLiNう,5090Hに比べれば格段に高性能な新型機 が導入 され,
そ の式典の席に御招 き頂 いて,感 想を述べ る機会 を与 え られ た ことに,大 きな
感激 を覚 える とともに,深 い感謝 の意を表す る ものである。 これを機会に,新
しいシステムの今後果すべ き役割 について考 えてみ ることも,意 義深 い ことで
あろ う。 この,新 システ ムの利用形 態 とい う問題に入 るに先立 って,そ の前提
として,し ば ら くの間,ア メリカを中心 とす るMIS論争 の歴史を回顧す るこ と
をお許 し頂 きたい。それは,こ の問題 を単 なる個人 的希望 としてでな く,歴 史
の現実 の流れの上に立 った客観 的な見通 として,提 起す るためには,是 非 とも
必要な手続 きであるか らである。
!
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2.商 用 コ ン ピュ ータ ーの 誕生一 夢 多 き幼 年 時 代('55～'65)
コソ ピューターが私企業の業務用に大量に売 り出 され るよ うにな った のは,
1955年頃か らである。1950年に始 まった朝鮮戦争は,ア メリカ軍部 の物 品管理
業 務向けに,従 来 のPCSに代 って,よ り高い処理能力を もった コソ ピューター
の市場を作 りだ した。 そ の最初 の機種はUNIVAC-60/120であったが,4年
遅れて売 り出 されたIBM;650は,そ の巧 みな販売政策に よって,忽 ちUNI-
YACを追 い抜いてベス トセ ラー機種 とな った。 日本の大手証券業者がUNIVAC
を導入 して,そ の急増す る売買伝票処理 の遅れを恢復 し,休 場 の危機 を乗 り切
るこ とができた の も,1955年のこ とであった。UNIVAC,IBMは,これ ら商用
機 種の他に,科 学計算用 として,UNIVAC-1130,IBM--700シリ 一ーズを生 産
して いた が,そ れ らは大 企業 の業務用に も使われ た。石油会社が,精 製工場 の
工程計画を決 めるた めの大型LP問 題 を解 くのにIBM-705を使 っていた こ と
は,周 知 の通 りである。
これ らはすべ て,真 空管を大量 に使 った コン ピューターであ った(第 一世代
機種)。1960年,IBMはその700シリーズを トラソジス タr化 した7000シリー
ズの発売 を始 めた(第 二世代機種)。UNIVACも これ と同時 に1107を発表 した
けれ ど も,そ れが実際に買手に引渡 された のはそれか ら2年 も経 った後の こ と
であ り,こ の遅れ がそ の後IBMに大 き く水 をあけ られ る原因 の一 つ とな った。
冨士通,日 電,日 立,三 菱,東 芝 な どの 日本の メーカーは,真 空管式機種の商
品化では遅れを とったけれ ど も,1958年か ら一 気に トラソジス ター化に突入す
ることに よって,ア メ リカよ りも2-3年 早 く第二世代に入 る ことになった。
この初期 の10年間の コン ピューターを,利 用 者である企業 の側か ら特徴づけ
るな らば,そ の適用業務が,単 純かつ定型繰返 し型 の,従 来PCSで処理 してい
た仕事 に 主 として限 られていた,と い う点 を指摘す るこ とが できる。 すなわ
ち.売 上代金請 求,給 与計算,入 出庫伝票集計,配 当金計算な どである。 単純
な計 算 ・作表作業 を高速 度た 処理 す る仕事は,同 時 に また,人 間の最 も不 得意
とす る仕事で もある。 コソピューターの企業 への導入 が,何 よ りもまず この よ
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な う分野に 向け られ,そ れが十分 な成果をあげ得た のは,極 めて当然 の ことだ
った と言 うべ きであろ う。
適用分野が このよ うなPCS的領域に留 る限 り,コ γピューターの導入は企業
・の中に大 きな波乱を捲 き起す こともな く,平 和 な生長を続けたであろ う。 しか
し,・この平和な世界に1962年頃か ら突如 として大きな波乱 が まき起 った。それ
は ・一部 の経営 コソサル タソ トたちに よるTotalSystem,IntegratedDPS,あ
・るいはManagementInformationSystemの提案 であった。 コン ピューター
の導入は会計処理や賃 銀計算の分野 で大 きな成功 を収め ることがで きた。 これ
か らは,木 事 ・生産 ・販売 の 日常業務は もとよ り,ミ ドルか ら トップ ・マネジ
メソ トに到 る高度に戦略 的な諸問題 を も自動的に処理 して くれ るよ うな,全 社
的 ・綜合的 コン ピュー ター ・システ ムを作 ろ うではないか,と い うのが彼 らの
主張 であった。一部 の単調定型業務におけ る成功に酔 い痴れ た人 々が,自 動 的
に生産計画 をたて,機 械 を運転 し,原 材料 を発 注 し,財 務諸表 を作 り,戦 略 的
諸決定 を下す巨大 な計算機 システムを夢見た として も,彼 等を非難する ことは
できない。何 故な らば,当 時の専門家や科学者たちが,そ の よ うな可能性 の主
張 の先頭 に 立 って旗 を 振 っていたのであ り,そ のよ うな 明るい未来へ の期待
が,社 会 全体の潮流を形造 っていたか らである。
この夢多 き 未来予測 の リーダーの一人が,カ ーネギー工大 のEA.Simon
教授 であ った こ とは,周 知の通 りである。 彼は,コ ソ ピューターの機能を人間
の大脳 のそれに近づけ ようと試みた研究者たち,則 ち,artificialintelligence
学者たちの グル ープの最大の指導者であ った。 彼を とりま く研究者た ちは,チ
ェスを指 し,幾 何学 の定理 を証 明 し,ロ シヤ語 を英語に醗訳 し,日 常言語 の質
問に答え,小 学生に数学を教 え,創 造的な絵 を描 き,美 しい曲を作曲す る プロ
グラ云を作 った。 この人工知能は また,生 産計画担 当者 として,ポ ー トフォリ
オの コソサルタン トとして,経 駿 を積んだ専門家に優 る高い能力を示 した。
これ らの先覚老的試み の成功に 自信を もったサイモソ教授は,こ れを発見的
プ ログラム(heu「isticprograms)と名づけて,こ れ こそが企業 の中 ・上 層管
理 者 の複雑 な意志決定業 務の 自動化を実現す るに 当っての鍵 となるだろ うと考
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えた のである。給与計算の よ うな単純 な仕事は,そ の構造が誰 の目に もは っき
りしている(structured)から,簡 単 なプ ログラムで置 きかえ ることがで き
る。一見複雑 な,い わゆ る意志決定 の範躊に属す る仕事であって も,そ れを数
式,従?て また プ ログラム,に よって置 き毎える ことが可能 な ものが かな りあ
る。第二次 大戦を契機 として生れた オペ レーシ ョンズ ・リサーチ(お よびそ の
平和利用形態 としてのマネジ メソ ト・サイエソス)の 手法は,そ の可能性を組
織 的に追 求 しよ うとす る ものであ り,線 型計画 ・待 ち行列 ・スケジ ュリソ グ ・
PERTな どの数学的手法 を生みだ して現 実の問題 の解決 にか な りの成果をあげ
てい る。 さきにあげた石 油精製問題 のLPに よる解法は,そ の成功 した一例 で
ある。
しか し,企 業 の中で経営者が対処 しなければな らない各種 の業務 ことに 高
度 に 複雑 な 意志決 定業務,の なかには,明 確な構造を認め るこ とので きない
(unstnlctured)問題が,い ぜん として多 く残 されてい る。サイモソ教授 は,
明確な構造を もたない この種 の意志決定について も,そ の プログラムの可能 な
ものが少 くない,と 主張す る。 人間の知的活動は,論 珪 的な推論過程 の連鎖 で
あるよ りはむ しろ,少 数の単純な経験的ル ールを適 当に選 択使用 しなが ら進行
す る模索過程 である,と 考 える。従 って,人 間が現実に行 ってい る模索過程を
客観 的に観測す るか,又 は,先 験的判断 に よって妥 当 と考 え られ る模索過程 モ
デルを創作す るな らば,そ れを コン ピューター ・プ ログラムに置 き換 える こと
　
は可能である。彼 のいわゆ る発見的 プ ログラムのアイデ ィアは,こ のよ うな考
えに基 づいて生 みだ された。
サイモソ教授は,こ の発見的 プ ログラムの着想 を さらに発展 させて,ど のよ
うな種類 のunstructuredな問題 を も解 くことのできるプ ログラムを作 った。
彼はそれをGPS(GeneralProblemSolver)と名づけ,1970-1980年までには,
経営上 のすべ ての問題 を 自動的に処理す ることがそれに よって可能にな るだろ
うと予測 した。TotalSystem,MISなどの提案が,大 型計 算機 の売込 みの宣
伝であったか ど うかは別 として,サ イモソ教授の このよ うな主張を強 力な拠 り
どころ としていた ことは,疑 う余地 のない ところであるσ彼 の希望的予測は,
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それか ら15年た った現在において もなお達成 されてお らず,発 見的 プ ログラム
のそ の後の進歩は,こ の数年停滞気味である。 それ とともに,シ ステム設計 の
研 究者たちは.MISを疑い の目を以て見 るよ うにな り,経 営者たち もMISへ の
期待 と関心 とを次 第に失 ってい った。
3.MISへ の批 判 と反 省 の時 代('65一75)
MIS批判 の火の手は,ま ず,ハ ーバ ー ド経営大学院のJ.Dearden教授に よ
って点火 された。1964年か ら'66年にかけて,彼 はい くつかのMIS批 判 の論
文 をHarvardBusinessReviewにのせ ている。Anthonyのいわ ゆるオペ レー
シ ョナル ・コソ トロールの範 疇に属す る現物 の生産 日程計 画や在庫管理 な どに
限定す るな らば,コ ソ ピューターは極 めて有能 であ り,十 分に採 算に乗 る こと
が実証 された。 この適用分野においては,最 近 のオ ソライソ ・即時処理技術 の
採用 も,大 きな成果 をあげている。それは,こ の種 の 日常業務 の対象 である企
業 内物流そ のものが,大 量 ・繰 返 し的 である と同時に また即時的な処理 を要 求
してい るか らに外 な らない。
ところが,マ ネジ メン ト・コン トロールに属す る仕事,則 ち,主 として中間
層経営者 の担 当す る仕事 は,主 として財務デ ータに基づ いて行なわれる間接的
コソ トロールであって,そ の性質上,正 確性 ・即時性は必要 とせず,コ ソ ピュ
ーター化 の利益は少い。彼 らが直面す る問題は一 回 ご とに違 う多様 な形 を もっ
たadh㏄ な問題であ り,し か も,そ の一 つ一つがunstructuredであ る。従
って,予 め問題を予 測 して プログラムを作 ってお き,必 要 なデータを用意 して
お くこ とは,発 見的 プ ログラムの手法 を以て して も容易ではない。 トップ ・マ
ネ ジメソ トの担 当す る戦 略的計 画については,そ の困難は一 層大き くな る。財
務 ・人事 ・-7-一ケテ ィソ グ ・R&Dと い った限定 された分 野につ いて情報を集
計 ・整理 ・提供す る部分的 システムがす でに存在す るけれ ども,そ れ らのシス
テムに入力 され るデ㌣タは現物 の個別 的 ・即時的デ ータではな く,そ れ らの空
間的 ・時間的集計値 であるか ら,MISに よる即時化 ・自動化 の 利益 は期待で
きないばか りか,有 害 で さえ もある。 とい うのが,彼 のMIS批 判 の要 旨であ
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る。
他 方,ORの 教祖 の一人 であるR.LAckoff教 授は,"ManagementMisi・
nformationSystems"とい う皮 肉な表題 をつけたMIS批 判論文 を書 いた。 エ
ィ コフ教授 もまた,MISが経営者にそ の要 求す る情報 を即時的に提供 できた と
して も,そ れに よってよ り良 い 意志決定ができる と考 えるのは誤 りだ,と い
う。経営 者は 自分 の行 う決定 の構造 を 自分では知 らない。従 って,MIS設 計者
が経営 者に対 してそ の必要 と考 える資料は何 々か と聞かれ る と,少 しで も関係
のあ りそ うな資料 を大量 に 列挙 しておけば 安心,と い う気持にな り,そ の結
果,大 量の無駄なデ ータが経営者 の机 ヒに積み上 げ られ る とい うおか しな情報
システム(misinformationsystem)がで き上 ることになる。
ノ
これ らの批判に もかかわ らず,MISと い う新兵 器が開発 された とい う情報が
日本に も伝わ り,1967年秋 には,経 済 同友会 が訪米MIS視 察団 をア メリカに
送 り込む とい う騒 ぎにな った。 「経営者 の意志決定に必要 な企業 内外 の情報 を
いつ で も入手 し,そ れを有効に使用 しうるシステム」が アメ リカではす でに使
われ てお り,日 本 も同 じシステ ムを 「早急 に確立 しなければ,国 際競争 か ら離
脱 す る」 であろ う,と い う危機感が,日 本の経営者たちを,こ の よ うな動 きに
駆 り立 てたのであ った。
だが,視 察団が現地 で見た ものは,R&D,販 売,財 務 などの個別的分野に
おけ る比較的小規模 の情報提供 システムであ った。 コソ ピューターが企業 内外
のあ らゆるデー 秀を 自動的に集 め,い くつかの戦略 を即時的に提案 し,ト ップ
の経営 者がその うちの一 つを選択 す る,と いった巨大なMISシ ステムは,ど
こに も存在 しない こ とを知 った のであ る。巨大な即時処理 システムも確かに存
在 したけれ ども,そ れ らは ミサ イル防衛 システ ム,宇 宙衛星制御 システムの よ
うな,明 確に限定 された 目的を もち,分 秒 を争 う決 定 とそれに分秒 の遅れ もな
くデータを提供す る通信 とを不可欠 の条件 とす る ものであ るか,或 いは,IBM
の受注 ・生産管理 システム,ロ ッキー ド社のINTER-LOC(航 空機生産管i理
システム)な どのオペ レーシ ョナル ・コソ トロールのためのシステ ムであるか
何 れかであ って,視 察団が予想 した よ うな トップの意志決定を含む全社 的即時
/
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処理 システムではなか った。
アメ リカにおけ るMIS批 判 の動 きは,そ の後 も一 向に衰えず,1971年3月
にUCLAで 開かれたMISSymposiumにお いて,そ の頂点に達 した。参加者
の大部分は企業 内のSEで あったが,そ の論 調か らは何 れ も過去 の誇大 な宣伝
にたいす る反省 と,将 来 の予測におけ る極 めて控 え 目な態度 とをは っき りと読
み取 ることがで きた。 しか しなが ら,こ の ような包括的 ・総論的論議 の脊後に
おいて,い くつか の極 めて地味ではあ るが重要 な基礎的技術 の開発が着実に進
行 しつつ あった とい う事実を見落 しては な らないであ ろ う。端末 デ ィス プレイ
を仲介装置(イ ソ ター フェース)と して,人 間 とコソ ピューター との間 の即時
的対話 を可能にす るシステム。個 々の応用 プログラムご とに作 られていた デー
タ ・ファイルを,応 用 プ ログラムか ら独立 させ て,独 立の責 任者に集 中管理 さ
せ る ことに よって,デ ータの重複 と喰 い違い とを防 ぎ,任 意 の端末及 び応用 プ
ログラムか ら即時的に利用 でき るように しようとす るデ ータ ・ベ ース管理 シス
テム。 プ ロセサー及 び メモ リーのIC化 ・LSI化に よる急速 な値下 りと,超 大
型 ランダム ・ア クセス ・メモ リーの開発。多数の独立 した コンピューター同志
を通信回線 で結び,相 互 に プログラム及 びデ ータを交換 し合 いなが ら全体 とし
ての利用効率を高め よ うとす る コソ ピューター ・ネッ トワー ク ・システム。 こ
れ らの新技術 の開発は,MISの 実現 を 障 げている多 くの制約 の一つ一 つを取
り除 く効果を持つ ものであ る。
これ らの新 しい技術 を前提 と して,企 業内 の現実 の意志決定に役立つ情報 シ
ステムを設計 し,実 際 に 動 か して み よ うとい う 注 目すべ きプロジェク トが,
MITのM,S.S.Mortonに よって試 み られ た。彼は,ウ エステ ィソ グハ ウ
ス社 の洗濯機販売部門に数 台のデ ィスプレイ ・ター ミナルを置 き,そ れを販売
マネジ ャーたちに 自分 で操作 させてみた。各 ター ミナルは,計 算機 を経 由 して
販売デ ータ ・ベ ースに オン ・ライソで結ばれていた。マネジ ャーは問題が発生
す ると即座 に端末を通 じて関係データを検索 し,種 々の統計処理 を指示 し,そ
の グラ フを画面に見 ることに よって,有 効な対策を決定 した。 この実用化テ ス
トは大成功 であ った。従来は問題の認知か ら対策 の決 定に到 るまでに平均22日
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を要 した ものが,新 システ ムの下では僅か1日 未満ですむ よ うになった。
数年間にわた る烈 しいMIS批 判の中で,MortonのMDS(Management
DecisionSystem)が実用化に成功 したのは,次 の理 由に よるものである:
(1>巨大 な全社的 ・綜合的MISで はな しに,あ る限定 された製品につ いて
の限定 された業 務(販 売政策)を 対象 とし,し か も他 の諸決定か ら比較的独立
した領域 を選 んだ ことo
従 って,そ れが単に 巨大す ぎる とい うだけの理 由で実現不可能 となる催れ は
なか った。
(2)オンライン ・システム,キ ャラクター ・デ ィスプレイ,会 話型 プログラ
ムな どの新技術 の開発に よ り,経 営 者 とコソ ピューター との対話ができ るよう
に なった。その結果,コ ソ ピューターは定型的で繰返 し型 の課題 しか効率的に
処理 できない とい うそれ までの通念 を打 ち破 った こ と。 従来のバ ッチ処理形 態
の下では,突 然予期 されない仕事が発生 した ときは,SEが それを分析 し,プ
ログラマーが コーデ ィソグし,コ ンピューターにかけて コソバ ィル ・デバ ッグ
を行 い,さ らに必要 なデ ータを集 めてパソチ し,プ ログラムを実行 し,結 果を
プ リン ト・アウ トす る,と い う手順 を履 まなければ な らない。 どん なに急 いで
も一週間はかか り,緊 急の用には役立たない。それ故,そ の プ ログラムを予め
準備 してお くことがで き,し か もそれを何度 もく りか え して使 う機会があ るよ
うな種類の仕事に しか コン ピューターは使 えない,と い う通念が確立 していた
のであ る。
このような常識を打ち破る会話型システムが開発 されると,経営者は,そ の
頭 の中に課題を発見す るや否や,即 座に端末機 のキ ーを叩き,結 果を文字又 は
グラフとして数秒 の うちにデ ィス プレイ画面上 に見 ることができる。経営にお
け る意志決定は いつ どの よう な型 の 課題 が 現 れ るか予測できない とい う理 由
で,MISを 実現不可能 と決めつけ る論拠 は崩れ て しま ったのであ る。
(3)意志決 定が単一 の過程ではな く,そ のなかに 「問題 の認知」 「モデル の設
計」,「 対策の選択」 の三つの プ ロセ スを含む複雑 なiterativeprocessであ
る ことがわか っ、た こと。 トップ又は ミドル ・マネジ メン トにおけ る意志決定 の
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構造がunstructurφであること1ま事実 として も,そ の中身 を詳 しく検討すれ
ば,そ の一部 として種 々の定型的 プロセスを含む ことがわか る。例 えば,問 題
の認知 も決 して一挙 に行 なわれ るのではな く,そ れは漠然 とした直観的認知か
ら出発 して,追 加的 データに よ り次第に明確i化され る,と い う繰返 し過程 の形
態 を とる。 モデル の設計につ いて も同 じことが言え る。 で き上 った モデルの形
は問題 ごとに違 うけれ ど も,そ れに使われ る各種 の統計処理 プ ログラム,及 び
それを数表 又は グラフに表示す るプ ログラムは,い くつか の定型 的 プログラム
に分 割す ることができ る。従 って,こ れ らの基 本的 プ ログラムの幾つかを予 め
コソ ピューターに記憶 させておき,端 末装 置のキー又 は ライ トペ ソを操 作 しで
それを呼びだすな らば,種 々の非定型 的な処理 を即時的に実行す ることができ
る。
意志決 定過程 の初 めか ら終 りまでを一挙に遂行す るよ うな完全 自動 プ ログラ
ムを準備す ることは,明 らかに不可能 であろ うQけ れ ども,予 め若千 の基 本的
プ ログラムを用意 し,経 営者 自身がそれを選 択使用 し,そ の中間結果 を見た上
で次 の プログラムを択ぶ,と い う対話 型システムを採用 す るな らば,そ れは意
志決定 のための有力な手段 とな るであろ う。
(4)必要 なデータの範囲 ・量が限定 されて いた こと。意志決定に必要 なデー
タの範囲が予想 できない とい うのが,MIS批 判 の論拠 の一 つであ った。 この難
点は,Mortonの場合は,シ ステムの適用領域 を狭 く限定す ることに よって,
解 消 された。 も う一つの論点は,戦 略的意志決定 に 必要 なのは集計値 であ っ
て,現 場か らのな まの詳 しい値を即時 的に入手す るためにオン ・ライソ化す る
のは金 の無駄使 いである,と い う点 であった。 この批判は,彼 のシステムにつ
いて もそ のまま成 り立つ。 従 って彼は,そ のDMSを 販売 の 日常業務処理 のシ
ステムに直結 させ る必要はない と考 えた。 日常業務デ ー汐 の集計値を毎 月L回
カー ドに打ち,そ れ を手作業 でDMSに インプヅ トす ることに した。
確かに,MISへ のデt-一・タ入力を オソ ・ライン,実 時間方式にす ることは無意
味 であるけれ ども,そ れを利用す る際 の即時性は,MISに とって欠 くことので
きない条件 である。処理 プ ログラムだけが即時化 されて も,そ れに必要 なデ ー
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タの入力に何 日もかか ったのでは,そ のシステムは有効 に働かない。
これ らの条件が充た され るな らば,経 営者は端末装置 を通 じて コソピ ュータ
ーとの対話 を くりか え しなが ら,問 題の内容を次第に 明 らか に し,種 々の可能
な対策を導 き,を の中か ら最 も望 ま しい解 決策 を決定す ることがで きるであろ
う。 かつ てのMISとheuristicsとの結 びつ きにおけ る誤 りは,複 雑 な意志決
定過程 を,始 めか ら終 りまで コソ ピューター任せに してoneshotで処理 でき
ると誤解 した ところにあ る。unstructuredな問題 に対処す るに は,そ れを複合
的 ・動 的 プ ロセス と考 え,そ の うち機械 に任せ るべ き部分は機械に任せ,人 間
の優 れた直観的判断 力 ・構想 力に よるべ き部分は経営者 自らがそれを処理す る
よ うにす べきであ る。人間 とコソ ピューター との対話に よるこのよ うな意志決
定過程 のシステムは,heuristiCsの能力を高めるだけでな く,プ ログラム化が
全 く不可能 と今 まで考 え られ ていた よ うな種類 の意志決 定につ いて も,そ れを
遅滞 な く有効に解決す ることを可能にす るであろ う。
4.MISの 今 後 の 見 通 し('75～'85)
Mortonの先 駆 的 な 実 験 は,引 き 続 い て 多 くの小 規 模 のMDSを 生 み 出 し
た 。 す で に 実 用 化 され て い る い くつ か の シ ス テ ム を 挙 げ る な らば:
(1)ア メ リ カ ン ・エ ア ラ イ ソ ズ のAAIMS(AnAnalyticalInformation
ManagcmentSystem)。ア メ リ カ民 間 航 空 各 社 が 民 間 航 空 局CBAに 提 出 す
る運 航 ・財 務 デ ー タ と・NationalBure旦uofEconomicResearchの提 供 す る
国 民 経 済 統 計 デ ー タ とを ベ ー ス と して,航 空 需 要 の 予 測 な どを 行 うシ ス テ ム。
(2)ニ ュ ー ヨ ー ク ・シ テ ィバ ソ ク のMAP(ManagerialAnalysisforProfit
Planning)。従 来,原 価 計 算 ・製 品 計 画 ・予 算 統 制 な どに 関 心 の うす か っ た 銀
行 業 に,製 品 別 の 原 価 ・利 潤 コ ン トロ ー ル を 実 施 させ よ う とす る シ ス テ ム。
/3)GEのREGIS(RelationalGene「allnfo「mationSystem)・ リ レ ニ シ
ョナ ル ・デ ー タベ ー ス と,会 話 型 の 検 索 ・統 計 分 析 ・予 測 ・作 表 プ ロ グ ラ ム と
を 組 み 合 わ せ て,社 内 各 部 門 のsemi-structuredproblems(設計,製 品 計 画,
予 算 作 成),unstructuredproblems(新製 品 計 画,エ ネ ル ギ ー対 策,環 境 対
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策)を 短 時 間 で 処 理 しよ う とす る も の 。
'(4)連邦 エ ネ ル ギ ー管 理 局 のGMIS(GeneralizedManagementInformtion
System)。エ.ネル ギ ー需 要 予 測,エ ネ ル ギ ー対 策 作 成 の た め の 各 種 シ ミ ュ レ ー
シ ョン な どを 行 う もの 。
これ らのシステ ムは,何 れ も,意 志決定 の全過程 の 自動化ではな しに,人 間
の綜合 的判断 力を信頼 し,そ の判断に伴 うデ ータ処理 を会 話的 ・即時的に行 う
ことに よってそれ を側面か ら援助す ることを狙 い とす るものであ る。 この点を
際立たぜ,従 来 のMIS思 考 との違いを強調す るために,こ れ らのシステムを
DSS(DedsionSupPortSystem)と名づけ る傾 向 が 次第 に 広 まってきた。
ACM所 属の研究 グル ープの一つ であ るSIGBDPも,昨 年 以来三回 の 研 究報
告会 を開き,そ れをConferencesonDecisionSupPortSystemsと名づけて
いる。
この よ うなDSSは,今 後引き続 いて さまざ まな個別分野 向けに作 られて行
くであ ろ う。 しか し,こ のDSSも これか らの技術進歩に よって少 しずつ変化
して行 くもの と思われ る。 この変化動 向の予測に 当って,特 に重要 と思われ る
い くつか の技術進歩を挙 げ,そ れが将来のDSSに 及 ぼすであろ う影 響につ い
て簡 単に触れておきた い。
(1)データベ ース管理 システム(DBMS)の 開発。DBMSに ついては,こ の
二 ・三年来,数 え切れないほ どの文献が刊行 されて いるので,改 めて言及す る
の も気がひけ るほ どであ る。 だが,そ のDSSに 及ぼす影響 の大 さは,無 視 で
きない ものがあ る。 今 までのDSSの 多 くは長期予測に関す る ものであ り,所
要 デ ータは固定的で,そ の量 もそれほ ど多 くはなか った。けれ ども,ト ップに
おけ る戦略的決定,ミ ドルにおけ るマネ ジメソ ト・コン トロールのす べてが長
期計画 であ るわけではない。 例えば人事 ・労務に関す る意志決定は,極 め て戦
略的 であ りなが ら,し か も,そ の決定は一時間を争'うこともあ り,そ のデータ
は詳細かつ即時的であ ることを必要 とす る。 この よ うな場合には,即 時に整合
的 な 明細 データを提供 できるDBMSが,DSSの サブ ・システム として不 可
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欠であ る。RCAのIRISは,DSSとDBMSと の結合 の一例であ る。
(2)大容量 ダイ レク ト・ア ドレス記憶装置 の開発 とコス トの低下。MIS批判
の最盛期であ った'60～'65の頃は,コ アが まだ高価なため,1万 バイ トを超
える主記憶を もつ機 種は稀だ った6そ の後急速 に コス トが下 り,IBM360/370
の時代 にな る と1千 万バイ トを超え るものが現 れ るよ うにな った。今後LSIメ
モ リーの大量生産化が進 めば,そ の コス トは更に低下す るであろ う。補助記憶
装置について も,磁 気 デ ィス クの大容量化は既に進行中で あ り,複 数個 のデ ィ
ス クを組 み合わ せて100億バイ トを超える ものが多数使われてい る。 さらに,
特殊 な大容量 ダイ レP'ト・ア ドレス装置 と して,IBM3850のよ うな5千 億・ミイ
トに近 い ものまで現れてい る。 これ らを階層的に配列す ることに よって,実 用
的には殆ん ど無限大 の容量 と,最 大10秒のア クセス ・タイムを もつ システムを
作 ることができ る。 、
(3)分散型 データベースの開発。上 にのべた よ うに,記 憶装置 の容量か らく
る制約 はな くな った と して も,デ ータベースを維 持す る最終責任 者はあ くまで
も人間であ り,シ ステムの巨大化はデータ管理 者に過大な負担 をかけ るばか り
でな く・それに伴 って端末 ・本体問のデータ伝送量が加速的に増加 し・ぐのコ
ス トに耐 え られな くな るであ ろ う。それ故,計 算機 自体 のネ ッ トワー ク化 と並
行 して,デ ータベ ースの方 も次 第に分散的 とな り,階 層的 とな って行 くであろ
う。
5.大 学 計算 セ ソタ ーの新 た な役 割
この よ うな将来展望の下にお いて,新 鋭計算機 を設 置 して新たなスター トを
しよ うとす る小樽商大計算セソターは,ど の ような役割を果す ことがで きるで
あろ うか?経 済学 ・統計学の分野においては,今 まで通 り,フ ォー トラソで
書かれた応用 プ ログラムをノミッチ処理す ると同時に,新 たに端末を通 じて種 々
の定型 的処理を会話型で処理で きるよ うにす ることに よって,そ のサ ー ビスを
向上 させ ることができるであ ろ う。 しか し,最 も革新的 な適用領域は,新 たな
DSSの設計 と,そ の実験 とであ ろ う。4百K・ ミイ トの コア,2台 のデ ィス ク,
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4台の端末は,そ れほど大きなシステムではないとしても,小型のDSSの プ
ロ トタイプを試作 ・実験するには十分な性能を もつ。この分野における今後の
成果を期待す るものである。(終)
〆
